
大牟田市立宮原中学校 
  

 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 ■防災・減災 □気候変動 

□エネルギー □環境 □文化多様性 ■世界遺産・文化財 

□国際理解 ■平和 □人権 □ジェンダー平等 

■福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は小中一貫教育を推進しており、校区内３

校の小学校と連携し、ＥＳＤの推進に取り組んで

いる。特に、世界遺産学習を中心とした郷土学習、

福祉学習、減災学習を柱に「地域とともに生きる」

をテーマに、地域の方々と協働で、地域の宝であ

る人・もの・ことと関わり・つながり、「持続可能

な大牟田の創り手育成」をめざしている。 

地域との協働、様々なステークホルダーと関わ

り・つながりを大切に取り組んでいる。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 福祉学習×減災学習   ～ 「おたすけ手ぬぐい」から学ぶ、災害時の助け合い～ 

防災バリアフリープロジェクトで作成され

「おたすけ手ぬぐい」を使って、障がいのある

当事者の方をゲストティーチャーとしてお迎え

し、学習した。それぞれの障がいによって困り

ごとが様々で、それを記した手ぬぐいを使って、

どのようにかかわったらよいかを支援者・要支

援者それぞれの立場で体験し考えた。実際当事

者の方と一緒に体験することで様々な気付きが

あり、工夫して取組むことができた。       

災害時に、誰もが互いに助け合え、安心安全

に暮らせるまちづくりをめざし、中学生の私た

ちに何ができるかを考え、手話で「助けて！」

と求められた時も対応できるように学習した。   

 

【手話で「助けて！」】 

【三池工業高校の防災減災出前授業】 



○ 福祉学習×減災学習       ～高齢者宅訪問を通して伝えたいこと～ 

福祉のまちである本校区では、「認知症の人も

その家族も、誰もが安心安全に暮らせるまちづ

くりをめざして、様々な取り組みを行っている。  

本校では、３年生がプレゼントや手紙をもっ

て、高齢者のお宅を訪問し交流する活動を長年

続けている。 

本年度は、防災減災学習で学んだことをもと

に、高齢者の方々が災害時にどのような点に注

意して、どのように避難したらよいかをわかり

やすい楽しいポスターにまとめ、地域の民生委

員さんに協力いただき、渡すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【避難時の持ち物呼びかけチラシ配布】 

○ 世界遺産学習を通した郷土学習  

～ 「フラワーチェーンプロジェクト」による世界遺産保全活動～ 

 世界文化遺産「三池炭鉱宮原坑」が校区内に

ある本校では、１年時に世界遺産学習を中心と

した郷土学習を行っている。 

 その中で、本年度は美術部・ボランティア部・

１年生有志を中心に、「宮原坑」近隣の幼稚園・

駛馬小学校・三池工業高校と協働で取り組んで

いる「フラワーチェーンプロジェクト」により、

世界遺産保全にも取り組んだ。 

これらの活動について、１０月のストックホ

ルム日本人学校補習校との交流や、１２月のア

シストプロジェクト助成校交流会で、発表をし、

国内外に広く発信した。 

 

 

３ 今後の活動計画 

 小中一貫教育を推進する本校は、小学校６年間・中学校３か年間の計９か年の学習の

流れを考慮し、幼稚園や高等学校・学校運営協議会や地域の方々、関係諸団体等様々な

ステークホルダーと協働し、体験活動の充実や交流活動を積極的に行い、自分たちの住

む地域を拠点に郷土を愛する心を育み、グローバルな視野で考え、行動化できる生徒の

育成を目指す。 

 年度初めに、郷土の先輩方からの講話「ドリーム講話」を実現し、地域を愛する心、

夢を持つ心を育み、体験活動等本物に触れさせる機会を増やした学習を通して、今、自

分たちに何ができるかを考え行動できるよう学習をすすめていく。 

 隣接する大牟田特別支援学校や三池工業高等学校との交流の充実を図る。 

 

【「宮原坑」でのプランター贈呈式】 


